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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
11
月

５
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
第
29
回
国
民

文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
や
テ
ィ
デ
ィ
エ

ス
株
式
会
社
秋
田
工
場
の
増
設
、
大
館
能

代
空
港
運
賃
助
成
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
に
開
幕
し
た
国
民
文
化
祭
に

つ
い
て
は
、
当
市
で
行
っ
た
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
現
代
詩
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
内
陸
線
ア
ー
ト
の
３
事
業

が
盛
会
裏
に
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
、

「
国
民
文
化
祭
を
通
し
て
、
全
国
に
当
市

の
魅
力
を
大
い
に
発
信
で
き
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

今
後
は
十
分
な
検
証
を
し
な
が
ら
、
文
化

振
興
は
も
と
よ
り
北
秋
田
市
の
更
な
る
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
大
野
台
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い
る

テ
ィ
デ
ィ
エ
ス
株
式
会
社
秋
田
工
場
の
増

設
に
つ
い
て
は
、「
テ
ィ
デ
ィ
エ
ス
株
式
会

社
は
自
動
車
や
医
療
機
器
、
光
学
機
器
、

事
務
機
器
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
使
用
さ

れ
て
い
る
『
ソ
レ
ノ
イ
ド
』
と
呼
ば
れ
る

製
品
を
製
造
し
て
お
り
、
単
一
メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で
、
世
界

的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
誇
っ
て

い
る
。
今
回
の
増
設
に
よ
り
、
10
数
人
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
、
将
来
的
に
は
30
人
程

度
の
雇
用
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
雇
用
の
創
出
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
冬
期
間
の
搭
乗
率
低
下
を
防
ぐ
た
め
実

施
す
る
大
館
能
代
空
港
運
賃
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、「
市
民
を
対
象
に
、
12
月
１
日

か
ら
来
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
搭
乗
分
に

対
し
て
、
昨
年
度
同
様
に
片
道
２
５
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。
今
回
で
４
年
連
続
の

実
施
と
な
り
ま
す
が
、
毎
回
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
も
大
い
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

工
場
の
増
設
や
空
港
の
運
賃
助
成
等
を
説
明

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

10
月
16
日（
木
）▽
第
１
６
５
回
東
北
市
長
会
総
会（
大
館
市
）

17
日（
金
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
・
鷹
巣
観
光
物
産
開
発
㈱「
経
済
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
」優
秀
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

18
日（
土
）▽
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
４
開
会
式（
駅
前
通
り
・
銀
座
通
り
商
店
街
）

22
日（
水
）▽
企
業
訪
問
等（
東
京
都
）

23
日（
木
）▽
日
沿
道
秋
期
合
同
要
望
活
動
〜
24
日（
仙
台
市
、東
京
都
）

25
日（
土
）▽
第
８
回
北
秋
田
市
産
業
祭
開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）

26
日（
日
）▽
警
察
犬
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会
開
会
式（
大
館

能
代
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
）▽
文
芸
祭
現
代
詩
大
会（
文
化
会
館
）

28
日（
火
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

30
日（
木
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
10
回
北
秋
田
市
身
体
障
害
者
福
祉

大
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）▽
平
成
26
年
度
第
２
回
県・市

町
村
協
働
政
策
会
議（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行

政
懇
談
会（
秋
田
市
）

31
日（
金
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

11
月
２
日（
日
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
及
び
奨
励
賞
授
与
式（
文

化
会
館
）▽
下
杉
集
落「
市
長
と
語
る
会
」（
下
杉
集
会
施
設
）

５
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
平
成
26
年
度
第
２
回
秋
田
県
総
合
政

策
審
議
会（
秋
田
市
）

６
日（
木
）▽
四
季
美
湖
を
守
る
宿
の
会
と
の
懇
談
会（
森
吉
山
ダ
ム
広
報
館
ほ
か
）

７
日（
金
）▽
北
秋
田
市
特
別
職
報
酬
審
議
会（
本
庁
舎
）▽（
仮
称
）生
涯
学
習
交

流
施
設
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭（
旧
北
秋
中
央
病
院
跡
地
）

10
日（
月
）▽
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

11
日（
火
）▽
平
成
26
年
度
秋
田
県
市
長
会
永
年
勤
続
職
員
表
彰
盾
伝
達
式（
本
庁

舎
）▽
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

13
日（
木
）▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

14
日（
金
）▽
能
代
河
川
国
道
事
務
所
・
県
と
の
日
沿
道
工
事
箇
所
視
察（
七
座
公

民
館
）▽
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
研
修
会（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田
市

商
工
会
と
の
懇
談
会（
本
庁
舎
）

▲ティディエス株式会社秋田工場の増設
などについて会見する津谷市長

▲津谷市長に「エイジレス章」の受章を
報告する佐々木賢二郎さん

　
昭
和
45
年
か
ら
34
年
間
、
消
防
吏
員
と
し

て
使
命
感
を
持
っ
て
消
防
業
務
に
従
事
さ
れ
、

地
域
の
消
防
力
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
業
の
農
業
を
継
い
だ
後
、
昭
和
45
年
６

月
に
発
足
し
た
旧
鷹
巣
合
川
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
の
消
防
士
に
採
用
。
そ
の
後
旧
鷹

巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
合
川
分
署
長
、

上
小
阿
仁
分
署
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
16

年
３
月
の
定
年
退
職
ま
で
消
防
活
動
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
消
防
大
学
校
の
救
急
科
で
学

ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
救
急
隊
員
の
育
成
、

救
急
資
機
材
の
整
備
、
医
療
機
関
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
な
ど
救
急
体
制
の
基
盤
づ
く

り
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
深
い
出

来
事
と
し
て
「
救
急
車
で
搬
送
中
に
、
３
人

の
出
産
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
」
と
、
こ
れ
ま

で
の
消
防
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
思
い
が
け
な
い
章
を
い

た
だ
き
、
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で
し
た
が
、

時
間
が
経
っ
て
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。
か
か
わ
っ
た
多
く
の
人
の
お
か
げ

で
す
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
か
ら
40
年
間
、
消
防
吏
員
と
し

て
使
命
感
を
持
っ
て
消
防
業
務
に
従
事
さ
れ
、

地
域
の
消
防
力
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
の
昭
和
43
年
４
月
に
旧
合
川

町
が
導
入
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
の
技
術
員
に

採
用
。
そ
の
後
、
平
成
45
年
６
月
に
誕
生
し

た
旧
鷹
巣
合
川
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
の

消
防
士
と
な
り
、
旧
鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
警
防
課
長
、
市
消
防
本
部
で
消
防

次
長
兼
消
防
署
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
20

年
の
定
年
退
職
ま
で
消
防
活
動
に
従
事
さ
れ

ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
長
年
の
経
験
か
ら
得
た
消
防

知
識
を
発
揮
し
て
、
部
下
及
び
消
防
団
員
等

の
指
導
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
思
い

出
深
い
出
来
事
と
し
て
「
大
館
能
代
空
港
の

開
港
ま
で
の
５
年
間
、
勉
強
し
な
が
ら
空
港

の
消
防
設
備
整
備
に
携
わ
り
、
無
事
開
港
を

迎
え
た
こ
と
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
家
族
、
先
輩
、
同
僚
、

部
下
、
地
域
の
支
え
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
章
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。

澤藤　　巌さん

－消防功労－
（木戸石・70歳）

－消防功労－
（三里・67歳）

松橋田加生さん

内閣府のエイジレス章を受章
　
内
閣
府
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ

た
り
、
地
域
で
積
極
的
に
活
動
す
る
高
齢
者

に
贈
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
章
」
を
受
章
し
た

佐
々
木
賢
二
郎
さ
ん
（
84
歳
・
鷹
巣
大
町
）

が
、
11
月
12
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に
鷹
巣
町
ユ

ニ
カ
ー
ル
協
会
の
設
立
に
参
画
し
、
平
成
17

年
に
北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
と
な
っ
て

か
ら
も
理
事
や
副
会
長
を
務
め
、
競
技
の
普

及
に
尽
力
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、

現
在
、
同
協
会
の
会
員
は
１
６
０
人
に
も
上

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
23
年
に
は
北
秋
田
市
体
育
協
会
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
を
受
け
佐
々
木
さ
ん
は
「
健
康
な
限

り
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

●ユニカール協会の佐々木賢二郎さん

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

叙勲受章おめでとうございます叙勲受章おめでとうございます叙勲受章おめでとうございます
　政府は11月3日付けで、平成26年秋の叙勲及び褒章を発令しました。北秋田市からは、第23回危険業
務従事者叙勲の消防功労で、元鷹巣阿仁広域市町村圏組合消防司令の澤藤巌さんと元北秋田市消防本部
消防司令長の松橋田加生さんが瑞宝単光章を受章されました。２人の経歴と功績をご紹介します。


